
令和６年度 議会事業取組評価（政策部会所掌分） 

政策部会取組事項 

１ 議会運営におけるＩＣＴの活用について 

 ⑴ 議会手続きのオンライン化の検討 

 ⑵ 次期会議システム等の調達について 

 ⑶ オンライン会議等の習熟 

２ 議員研修の企画及び運営について 

 ⑴ 前期議員研修会 

 ⑵ 後期議員研修会 

３ その他、政策部会の所掌事項に関する検討 

 ⑴ 標準会議規則及び標準委員会条例の改正に伴う対応の検討 

⑵ 副市長予定者の所信表明 

⑶ 議場の活用（ミニコンサート） 

⑷ 常任委員会委員の任期 

 

１ 議会運営におけるＩＣＴの活用について（一部、前年度継続事業） 

  ⑴ 議会手続きのオンライン化の検討 

 実施の概要・成果 課題・今後の取組み 

 ア 趣旨 

地方自治法の一部を改正する法律（令和５

年法律第１９号）の施行により、議会手続きの

オンライン化が可能となったことから、松本

市議会においても対応を検討するもの 

イ 内容 

  それぞれの議会手続きの性格を踏まえてオ

ンライン化を検討。多くの手続きがいずれも

頻度が少なく、オンライン化の実益に乏しい

手続きであることから、請願・陳情に係る検

討を優先的に進めたもの 

 (ｱ) 請願・陳情のオンライン化 

   ａ 請願・陳情のオンライン提出に係る基

本方針、オンラインにより行う請願及び

陳情に係る取扱要領を策定 

   ｂ オンライン提出フォームの作成 

   ｃ 説明会（３月２６日）を実施 

 (ｲ) 議会手続きのオンライン化等に伴う例

規整備 

ａ 松本市議会会議規則の改正 

   標準会議規則を基本に全般的に見直し 

・ 請願・陳情以外の議会手続きに

係るオンライン化の可否につい

て頻度等を総合的に考慮し検討

する。 

・ オンライン化に係る個別例規

の改正は、オンライン化の可否を

検討した後に、必要な場合は実施

する。 

 



ｂ 松本市議会委員会条例の改正 

   標準委員会条例を基本に全般的に見

直し 

ｃ 松本市議会会議規則に係る情報通信

技術の活用に関する規程の策定 

ｄ 松本市議会委員会条例に係る情報通

信技術の活用に関する規程の策定 

ｅ 松本市議会オンライン会議運営要綱

の改正 

ウ 成果 

請願・陳情をオンラインで提出するために

必要な例規及び運用体制の整備を行った。 

 

 ⑵ 次期会議システム等の調達について 

 実施の概要・成果 課題・今後の取組み 

 ア 趣旨 

  タブレット端末及び会議システム等の次期

調達に向けて、調達方針の協議、仕様の検討

等、必要な準備を行ったもの 

イ 内容 

 (ｱ) タブレット・グループウェア 

ａ 松本市議会で統一した機種を配備す

ることとし、機種を「ｉＰａｄ Ａｉｒ

（１３インチ）」に選定 

     ｂ グループウェアは、Ｇｏｏｇｌｅ Ｗ

ｏｒｋｓｐａｃｅを継続して使用 

     ｃ タブレット端末及びグループウェア

は当初の３年リースから期間を１年延

長し、令和８年７月更新とする。 

 (ｲ) 会議システム 

   ａ 令和７年度は引き続きＳｉｄｅＢｏ

ｏｋｓを利用 

     ｂ 令和７年１月に会議システム調達に

係るＲＦＩ（情報提供依頼）を実施し、

３社４製品の回答があった。どの製品も

松本市が要求する機能を有していた。こ

の結果から、調達方法について、個々の

機能の有無だけでなく、システム全体を

比較する「プロポーザル方式」を基本と

するもの 

・ 次期調達の全体像を確認する

ため、調達に係る事項を整理し、

実施計画提出前に内容を検討す

る。 



ウ 成果 

  実機によるデモンストレーションを踏まえ

た次期調達製品の選定を行い、調達方針の協

議及び仕様案の検討を実施した。またＲＦＩ

実施結果から、他団体での調達状況等の動向

を把握できた。 

 

 ⑶ オンライン会議等の習熟 

 実施の概要・成果 課題・今後の取組み 

 ア 趣旨 

  昨年度政策部会からの申送りに基づき、引

き続き模擬オンライン会議や常任委員協議会

正副レクのオンライン実施を行い、議会とし

て非常時対応能力の向上を図るもの 

イ 内容 

(ｱ)  模擬オンライン会議の実施（１１月 

１９日建設環境委員協議会） 

(ｲ)  常任委員協議会正副レクのオンライン

実施（１０月・１１月・１月） 

(ｳ) 会派単位でのＺｏｏｍ接続訓練の実施

（１１月） 

ウ 成果 

 非常時に備え計画的な研修及び訓練を実施

した。加えて、実施結果を踏まえ、正副レクを

非常時以外も実施できるよう実施要領を改正

した。 

 

・ 議会機能維持の観点から、引き

続き、非常時に備えた訓練（模擬

オンライン委員会）及びＺｏｏｍ

接続訓練を実施すると共に、初の

取組みとなった委員会へのオン

ライン参加に係る反省を踏まえ、

効果的な運用を図る。 

・ 議員の自宅等で実施したＺｏ

ｏｍ接続訓練では、インターネッ

ト環境の影響で音声が途切れる

等の事象が確認されたことから、

そういった場合の運用を検討す

る。 

 

２ 議員研修の企画及び運営等（前年度継続事業） 

 実施の概要・成果 課題・今後の取組み 

 議員の政策形成、立案能力の向上等を図るた

め、前期・後期の２回開催 

⑴ 前期議員研修会 

 ア 日時 令和６年８月２６日(月) 

      午前１０時～午前１１時３０分 

 イ 講師 松本市危機管理部危機管理課 

      防災専門官 中村 文彦 氏 

 ウ 演題 「能登半島地震から改めて考える松本

の防災」 

・ 令和７年度の開催回数、時期、

手法及び内容について検討する。 



エ 成果 防災への備えに対する意識を高め

ることができた。 

⑵ 後期議員研修会 

 ア 日時 令和６年１１月２０日(水) 

午後１時３０分～午後３時３０分 

 イ 講師 辰野町産業振興課商工振興係長・

内閣府地域活性化伝道師 

野澤 隆生 氏 

      信州アーツカウンシルゼネラルコーディネーター 

       野村 政之 氏 

ウ 演題 「スモールビジネス、個性で町に賑わ

いを」 

エ 成果 地域活性化の取組みへの行政の関

与の仕方、賑わいの創出方法につい

て認識を深めることができた。 

 

３ その他、政策部会の所掌事項に関する検討 

  ⑴ 標準会議規則及び標準委員会条例の改正に伴う対応の検討 

 実施の概要・成果 課題・今後の取組み 

 ア 趣旨 

議長会が示した標準会議規則及び標準委員

会条例の改正を踏まえ、必要な改正等につい

て検討を行うもの 

イ 内容 

 (ｱ) 松本市議会会議規則の改正 

  (ｲ) 松本市議会委員会条例の改正 

ウ 成果 

標準会議規則、標準委員会条例の例を基本

に、全般的な見直しを実施し改正を行った。 

 

・ 委員会へのオンライン出席事

由は大規模災害等非常時に限定

しているが、育児・介護等の非常

時以外の事由を追加するか検討

する。 

 

 ⑵ 副市長予定者の所信表明 

 実施の概要・成果 課題・今後の取組み 

 ア 趣旨 

  副市長人事案件審査の際、予定者から所信

表明等を聞く機会を設けることについて検討

を行うもの 

イ 内容 

 (ｱ) 検討するに当たり留意すべき点を踏ま

え会派ごとに検討 

 



 (ｲ) 副市長予定者の所信表明はしないこと、

議員協議会で挨拶をいただくこととする

と集約 

ウ 結果 

  副市長人事案件については議員協議会を開

催し副市長予定者から挨拶をいただくことを

集約し、議会運営委員会に協議するが、現状の

ままと集約 

 

 ⑶ 議場の活用 

 実施の概要・成果 課題・今後の取組み 

 ア 趣旨 

  より開かれた議会とするため、議場の活用

について検討するもの 

イ 内容 

 (ｱ) 他市事例や過去の経過を参考に検討 

(ｲ) 交流部会で議場を活用した事業を計画

していること等から、議場を活用した取組

は必要と確認し、部会としての検討は終了

することを集約 

ウ 成果（集約） 

 議場を活用した事業の必要性を確認し、他

部会の取組みを注視 

 

・ 議場の活用は検討すべき事項

だが、政策部会単独での検討は困

難であることから、今後の他部会

等の取組みを注視する。 

 

⑷ 常任委員会委員の任期  

 実施の概要・成果 課題・今後の取組み 

 ア 趣旨 

前回の検討時（令和２年度）とは状況が様々

変化していることから、委員任期について改

めて検討するもの 

イ 内容 

  これまでの検討経過を踏まえ会派ごと検討 

ウ 成果（集約） 

  １年任期のままとすることを集約 

 

・ 常任委員会委員の任期の問題

は、関連するテーマ研究のあり方

と併せて次年度以降の検討課題

とする。 

 

（評価責任者） 政策部会長 横 内 裕 治 


